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The purpose of this study was to investigate the contents of instrumental music education in 
a college. 
In 1989 kindergartens' course of study was revised， the p丘stterritory ~'rhythm of music" was 
abolished， the new territory “expression" was established. 
With this change， contents of instrumental music education at training teachers should be 
made alterations. So， the auther seeked teachers' opinions of kindergarten as to what kind of 
instrumental music education was needed. 
The main results were as follows:not only the basic practice of piano but also the practice 
of the various kinds of instruments were needed， moreover， the improvisatorial accompaniment 






















































間答は，各項目ごとに rl.とっても役に立っているJr 2.まあまあ役に立っているJr 3.あまり役に立ってい
ないJr 4.全然役に立っていなし'Jr 5.習っていな¥"Jの選択肢から一つ選ぶように指示した.
笈間2は，幼稚翻における指導者とL、う立場から，大学の器楽教育の望ましいあり方を尋ねる内容である.質
















Table 1. Subjects' judgements on each content of instrumental music either useful one to guide or not 
(question 1) 
very useful 
practice of Bg25 or C…30 16 
(2)the practice of Sonatine or Sonaten 12 
(3) the practice of singing a nursery song to one own piano ac∞mpanim叩I 66 
(4)the practice of march and waltz 43 
(5)the practice of an improvisator performance 47 
(6)the practice of transposition and modulation 29 






























た.教科器楽の受講に関して，短大卒業時における器楽のレベルを， PL60待問， Bg25のヰ告を初級 C-30，
C-40の者を中級，クラマー， Bg18 ，その他の者を上級として分類した.このレベル別に，表lを集計し直し
たものが表2である.
Table 2. Subjects' judgements on each content for three leves in question 1 (unit:07o) 
junior (N = 10) middle(N口 50) senior(N=12) 
++ + 十十+ ++ + 
(I)the practice of Bg25 or C-30 10 50 40 O 14 56 28 2 33 42 25 O 
(2)the practice of Sonatine or Sonaten 10 45 45 O 10 58 30 2 25 50 25 O 
(3) the practice of singing a nursery song to 
89 1 O O 66 27 2 5 67 25 8 O 
one own pl問 oaccompamment 
(4)the practice of march and waltz 50 30 20 O 45 34 19 2 42 25 33 O 
(5)the practice of an improvisator performance 29 42 29 O 53 25 22 O 40 40 20 O 
(6)the practice of transposition and modulation 1 45 33 1 33 31 27 9 45 30 25 O 
(7)the practice of accompaniment 33 45 22 O 49 32 16 3 36 55 9 O 










Table 3. Subjects' judgements on each content of instrumental music either necessary one to study in col-
2) (unit:%) 
useful useful useless useless at al 
(l)the practice of Bg25 or C-30 16 39 44 
(2)the practice of Sonatine or Sonaten 13 50 37 O 
(3) the practice of singing a nurseηsong to one own piano aωmp釦iment 87 10 3 O 
(4)the practice of march and waltz 59 29 1 。)thepractice of an improvisator performance 54 38 7 
(6)the practice of transposition and modulation 42 33 20 5 
(7)the practice of accompaniment 55 36 8 
(8)the of instruments except the piano 65 26 6 3 
ト1=80
表 3V主，教科号苦楽で「習っておし、たほうがよかった」と思Lうか否かを尋ねた質問2の結巣を示している.この
表から， r (3)笈謡の隊き歌いの練習Jr (8)ピアノ以外の楽器の綴習」について「もっと習っておけばよかった」
の選ばれた割合が高いことがわかる r役に立ったか否か」を尋ねた質問 1でも r(3)家謡の弾き歌いの練習」
の選ばれた割合が高かったことを考え合わせれば，短大における器楽の指導上で r1童謡の雛き数いの練習」は大




Table 4. Subjects' judgements on each content for three leves in question 2 (unit:切)
junior(N口 10) middle (N = 50) senior(N= 12) 
十十 + 十十 + 十+ + 
(l)the practice of Bg25 or C-30 30 30 40 O 16 40 44 O 8 58 34 O 
(2)the practice of Sonatine or Sonaten 10 50 40 O 15 50 35 O 8 58 34 O 
(3)the pr昌cliceof singing a nursery song 10 
100 O O O 88 10 2 O 67 25 8 O 
one own pmno accomp昌mmenl
(4)the practice of march and waltz 70 30 O O 64 22 12 2 33 42 25 O 
(5) the practice of an improvisator 
performance 
40 60 O O 57 35 6 2 58 34 8 O 
(6)the practice of transposition and 
30 40 30 O 49 27 18 6 33 50 17 O 
modulation 
(7)the practice of accompaniment 40 40 20 O 56 36 8 O 58 42 O O 
(8)the practice of instruments except 
50 20 10 20 66 26 8 。67 33 O O 
the piano 






要」されているかについては，初級者では， r (3)童謡の様き歌いの練習j r (4)マーチやワノレツなどの小品の練
習j，中級者および上級者では r(7)伴奏のつけ方の練習j r (8)ピアノ以外の楽器の練習Jをさらに「習ってお
けばよかった」と答えている.初級者では指導に必要な緩低限の技術的な練習を，上級者では縞広く指導するた
めの応用のきくような練習をしておけばよかったと考えているのであろう.
Table 5. Subjects' judgements on each content of instrumental music either important one to guide the 
new territory “expression" or not (question 3) 一 (unit:OJo)
very important ummportant unimportant 
at al 
(1)the practice of Bg25 or C-30 23 56 21 O 
(2)the practice of Sonatine or Sonaten 18 56 26 O 
(3) the practice of singing a nursery song to one own piano acompaniment 84 13 3 O 
(4)the practice of march and waltz 56 33 10 
(5)the practice of an improvisator performance 79 16 5 O 
(6)the practice of transposition and modulation 46 34 15 5 
(7) the practice of accompaniment 68 26 5 





表3と比べて表5で，設もポジティブな選択肢 (rとっても大切だと思う j )の選ばれた割合が増加している












T量動le6. Change of evaluation about qu巴stion2 (rnusic rhythrn) and question 3 (expression) on each 
content. (unit:nurnber of person) 




8 4 O O 
8 19 3 O 
2 19 13 O 





5 5 O O 
8 28 3 O 
II 17 O 
O O O O 
+ :20 0:50 -:8 
sign test P<O.OI sign test P<0.05 
(3)the practice of singing a nurswry song to (4)the practice of rnarch and waltz 
















41 2 O O 
20 8 2 O 
2 2 O 
O O O 
十:240:51 :4 
sign test P<O.OI 
(7)the practice of accornpanirnent 
expresslOn 
十+ + 
42 2 O O 
II 16 2 O 
3 2 O 
O O O O 
+:15 0:61 ー :4
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+:13 0:55 ー :10




















+: 17 0:49 ー :13
(8)the practice of instrurnents except the piano 
expresslOn 
十 mト 時ト
40 12 O O 
6 II 4 O 
O 3 2 O 




先に表6の r(1) Bg25やC-30などの義礎的な練潔」を例にして，この集計の示す内容を説明する. 1行自
の 1列の 8人は r音楽リズム」で「とっても必要(+十)Jと答え，かつ「表現」でも「とっても大切(++)J 
と答えた者の人数である. 1行自の2列の4人は r音楽リズム」で「とっても必要(+十)Jと答えた 12人のう
ち r表現」では「まあまあ大切(十)Jと判断を変えた者が4人いることを示している.欄外の+: 30は r音
楽リズム」の判断からみて r表現」でよりポジティブな選択肢を選ぶ方向に判断を変更した者(十から++に




基礎的な練習J (Pく0.01)， r (2)ソナチネやソナタなどの装礎的な練習J (P<0.05)， r (5)即爽演奏の練習」
























1)文部省， w幼稚閤教育要領ふ大蔵省印刷局， p. 1 (1989). 
2) 森上史郎， w幼稚関教育要領解説J]， プレー ベノレ館， pp. 138-144(1989) 





















るような感伎をもたせることを大事にしようとしています 1ねらし、」の第二は， 1 (2)感じたことや考えたこと
を様々な方法で表現しようとする .Jとあります.これは 1様々な方法で」ということが大事であり，また「表
現しようとする」とL、う微妙な表現は，子ども自身の表現することの意志，あるいは窓欲を大切にしたし、という
意味をもっているのです.第三は 1(3)生活の中でイメージを壌かにし，様々な表現な楽しむ・ Jです.音楽で
も造形でも，子どもの中にあるイメージは非常に援要な意味があり，その霊長かさが大若手ということです.さらに，
それを様々な方法で表現すること自体が子どもにとって楽しく感じられなければならないことを示しています.
これまで伎々にして，子ども自身の楽しさは無視され，叱I迄激励されて練習をし，最後まで到達して初めてほ
められるという形態がこの分野にはありました.しかし新教育要領では，表現そのものを楽しむとL、う姿勢が
子どもの中にできあがるかどうかというところにポイントがおかれていると蓄えます. (以上は，大場ft!.Ir幼稚
関教育婆領解説』フレ…ベノレ絡を参照しました ) 
以上のように考えますと，現行の「音楽ザズム」では 1表現の姦びを味わう」ことに主限がおかれていたの
ですが，どうも子ども自らが「喜びを味わう」という点では， ~~かったというように評価されています.そこで
新教育要領「表現」では，美しさを感じる様な「愛かな感性」を育成し，子ども自らが感じたきをしさを様々な方
法で表現しようとする意欲を培い，表現そのものを子ども自ら楽しむことができるような指導が要求されること
になります.その「ねらし、」を透成するための教脊要領での示されたJ主体的な活動の「内容」を付け加えますと，
次のとおりです.
1 .生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付L、たり楽しんだりする.
2.生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを重量かにする.
3.様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう.
4.感じたこと，考えたことを音や動きなどで表現したり自由に奮いたり作ったりする.
5.いろいろな素材にしたしみ，工夫して遊ぶ.
6.音楽に殺しみ，歌を歌ったり俄単なりズム楽器を使ったりする楽しさを味わう.
7.議いたり作ったりすることを楽しみ，遊びに使ったり飾ったりする.
8. 自分のイメージを動きや言葉などで表現し，演じて遊ぶ楽しさを味わう.
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